
PDF issue: 2025-07-02

建久六年の源頼朝上洛についての再考察

遠城, 悦子 / ENJO, Etsuko

(出版者 / Publisher)
法政大学史学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政史学 / 法政史学

(巻 / Volume)
45

(開始ページ / Start Page)
35

(終了ページ / End Page)
48

(発行年 / Year)
1993-03-24

(URL)
https://doi.org/10.15002/00011180



源
頼
朝
の
建
久
六
年
（
二
九
五
）
の
上
洛
に
つ
い
て
は
、
先
学

諸
氏
の
成
果
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
で
一
致

を
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
治
五
年
（
二
八
九
）

の
奥
州
平
定
以
後
の
公
武
融
和
の
傾
向
を
背
景
に
、
頼
朝
は
建
久
元

年
（
二
九
○
）
の
上
洛
で
、
対
立
し
て
い
た
後
白
河
法
皇
に
接
近

し
、
そ
れ
ま
で
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
反
法
皇
派
の
九
条
兼
実
と
は
疎

遠
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
建
久
六
年
の
上
洛
で
、
頼
朝
は

娘
大
姫
の
入
内
を
依
頼
す
る
た
め
に
反
兼
実
派
の
丹
後
局
ら
に
接
近

し
、
す
で
に
娘
任
子
を
後
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
に
立
て
て
い
る
兼
実
と

は
、
事
実
上
、
関
係
を
断
っ
た
。
結
局
、
こ
の
頼
朝
の
大
姫
入
内
計

画
が
建
久
七
年
の
政
変
の
原
因
と
な
り
、
兼
実
は
失
脚
へ
と
追
い
込

は
じ
め
に

建
久
六
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
遠
城
）

建
久
六
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
つ
い
て
の
再
考
察

（
１
）

士
生
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
。
こ
の
理
解
は
、
建
久
一
兀
年
の
上
洛

で
、
頼
朝
が
兼
実
に
対
し
背
信
行
為
を
犯
し
て
い
た
と
の
理
解
を
前

提
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
２
）

し
か
し
、
旧
稿
に
お
い
て
考
察
を
試
ゑ
た
と
こ
ろ
、
建
久
一
兀
年
の

上
洛
中
、
頼
朝
が
兼
実
に
対
し
、
背
信
行
為
を
犯
し
て
い
た
こ
と
は

窺
わ
れ
な
か
っ
た
。
頼
朝
は
兼
実
と
の
会
談
で
、
兼
実
と
同
様
、
朝

廷
や
君
主
（
天
皇
、
法
皇
）
に
忠
誠
を
尽
く
す
こ
と
を
標
傍
し
、
旗

挙
げ
当
初
か
ら
の
政
治
指
針
を
語
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
語
る
頼
朝

に
、
兼
実
は
た
い
へ
ん
満
足
し
て
い
る
。
こ
の
上
洛
で
、
頼
朝
は
兼

実
と
の
関
係
を
更
に
強
固
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

建
久
元
年
の
上
洛
の
結
果
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
建
久

六
年
の
上
洛
に
つ
い
て
、
従
来
の
理
解
に
検
討
を
加
え
て
ふ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
頼
朝
の
二
度
目
の

遠
城
悦
子五
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建
久
二
年
（
二
九
一
）
六
月
、
兼
実
の
息
良
経
と
一
条
能
保
の

娘
（
頼
朝
の
姪
）
と
の
婚
姻
が
成
立
す
る
。
こ
の
婚
姻
に
つ
い
て
、

従
来
は
、
頼
朝
が
公
武
関
係
増
強
の
一
策
と
し
て
、
円
滑
性
を
欠
く

九
条
家
と
一
条
家
と
の
縁
組
承
を
図
っ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い

（
３
）

る
。
こ
の
理
解
は
、
先
の
建
久
元
年
の
頼
朝
の
上
洛
以
来
、
頼
朝
が

兼
実
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
と
の
理
解
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
４
）

し
か
し
、
旧
稿
に
お
い
て
考
察
を
試
永
た
如
く
、
一
山
年
の
上
洛
に
よ

っ
て
、
両
者
の
間
の
結
束
は
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
と
窺
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
時
期
、
両
者
の
関
係
に
亀
裂
が
生

じ
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
こ

の
婚
姻
に
つ
い
て
ゑ
て
ふ
た
い
。

こ
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
『
玉
葉
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。

（
Ａ
）

上
洛
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
試
永
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

於
し
今
者
、
可
し
奉
レ
迎
二
大
将
一
也
、
進
咳
娘
之
儀
不
し
可
し
候
云
々
、

通
説
的
理
解
で
は
、
傍
線
部
（
Ａ
）
に
つ
い
て
、
気
位
の
高
い
兼

法
政
史
学
第
四
十
五
号

此
日
以
二
使
者
一
大
将
迎
し
婦
之
儀
、
猶
不
ソ
可
し
然
、
随
又
無
二
其

家
『
力
不
レ
及
之
由
、
示
。
遣
能
保
卿
之
許
一
了
、
返
報
云
、
去
夜

目
一
一
関
東
一
此
間
事
、
偏
可
〉
随
二
殿
下
御
定
一
之
由
申
送
候
、
価

（
Ｂ
）

（
５
）

実
は
、
能
保
と
縁
戚
関
係
に
な
る
こ
と
を
嫌
い
、
こ
の
婚
姻
に
難
色

（
６
）

を
一
示
し
て
い
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
婚
姻
が
正
式

（
千
代
）

（
契
り
）
（
結
）
（
嬉

に
成
立
し
た
日
に
、
兼
実
は
、
「
ち
よ
ふ
へ
き
ち
き
り
を
む
す
ふ
う

し
さ
）
（
今
宵
）
（
袖
）
（
重
）

（
７
）

れ
し
さ
を
こ
よ
い
の
そ
て
に
か
さ
ぬ
へ
き
か
な
」
と
詠
糸
、
こ
の
婚

姻
に
歓
喜
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
通
説
的
理
解
に
は
検
討

を
要
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
で
は
、
傍
線
部
（
Ａ
）
は
ど
の
よ
う
に

解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
字
ど
お
り
に
解
釈
す
る
と
、

兼
実
は
、
「
良
経
が
能
保
の
娘
を
迎
え
る
の
は
よ
く
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
。
「
迎
え
る
」
を
婚
姻
の
意
と
と
る
か
単
に
迎
え
る
と
と
る

か
で
、
こ
の
部
分
の
意
味
は
大
き
く
変
わ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い

の
は
傍
線
部
（
Ｂ
）
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
（
Ａ
）
で
述
べ
ら
れ

い
る
兼
実
の
主
張
に
対
し
、
能
保
が
意
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て

い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
能
保
は
、
「
（
頼
朝
が
兼
実
の
意
見
に
従

う
よ
う
に
一
一
一
一
口
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
で
は
）
私
共
（
一
条
家
側
）
が

良
経
殿
を
こ
ち
ら
に
迎
え
る
事
に
し
て
、
娘
を
そ
ち
ら
（
九
条
家

側
）
へ
参
ら
せ
る
形
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
迎
え

る
」
は
、
婚
姻
の
意
で
は
な
く
婚
姻
の
形
、
つ
ま
り
、
良
経
が
一
条

家
へ
赴
く
か
、
能
保
の
娘
が
九
条
家
へ
赴
く
か
と
い
う
意
味
な
の
で

あ
る
。

（
８
）

こ
の
婚
姻
に
際
し
、
兼
実
は
「
大
理
執
ソ
聟
之
儀
、
可
し
追
二
先
規
こ

と
、
先
例
に
倣
っ
て
良
経
が
一
条
家
へ
赴
く
こ
と
を
主
張
し
て
い

一一一〈

Hosei University RepositoryHosei University Repository



る
。
一
方
、
頼
朝
は
、
当
初
は
能
保
の
娘
が
九
条
家
へ
赴
く
こ
と
を

主
張
し
、
能
保
も
、
一
一
つ
あ
る
屋
敷
の
う
ち
、
閑
院
西
町
の
も
の
は

手
狭
な
う
え
、
一
条
の
屋
敷
は
、
先
年
に
妻
が
そ
こ
で
亡
く
な
っ
た

（
９
）

事
を
忌
憧
し
、
娘
が
九
条
家
へ
赴
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
一
同
群

逸
枝
氏
に
よ
れ
ば
、
婿
取
婚
の
形
態
の
変
遷
に
つ
い
て
承
て
み
る

と
、
妻
の
親
が
新
居
を
用
意
し
て
婿
を
迎
え
る
形
が
「
経
営
所
婿
取

婚
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
形
の
次
に
承
ら
れ
る
の
が
、
夫
の

家
に
妻
を
迎
え
る
「
擬
制
婿
取
婚
」
の
形
式
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
、
経
営
所
婿
取
婚
が
主
に
ふ
ら
れ
る
時
期
は
、
白
河
院
政
期
か
ら

承
久
の
乱
頃
ま
で
で
あ
り
、
擬
制
婿
取
婚
が
承
ら
れ
る
の
は
、
承
久

の
乱
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
区
分
は
お
お

よ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
前
後
に
重
複
し
た
り
佃
を
的
に
随
所
に
混
在

（
皿
）

す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
氏
の
成
果
に
よ
る
、
こ
の
よ
う
な
婿
取

婚
の
形
式
を
ふ
ま
え
る
と
、
兼
実
は
「
経
営
所
婿
取
婚
」
を
主
張
し

て
い
た
の
に
対
し
、
頼
朝
と
能
保
は
「
擬
制
婿
取
婚
」
を
主
張
し
て

い
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
兼
実
の
息
良
経
と
能
保
の
娘
（
頼

朝
の
姪
）
と
の
婚
姻
に
つ
い
て
の
『
玉
葉
』
の
記
事
は
、
兼
実
が
こ

の
縁
談
を
甘
受
す
る
加
何
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
縁
談
自
体
は
既

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
縁
談
そ
の
も
の
で
は
な
く
婚
姻
の

、
、

形
態
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
さ
ら

建
久
六
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
遠
城
）

建
久
六
年
二
月
、
頼
朝
は
妻
子
を
伴
い
、
二
回
目
の
上
洛
を
行
な

う
。
先
の
建
久
元
年
の
上
洛
は
法
皇
の
召
し
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

（
皿
）

が
、
今
回
の
上
洛
は
、
頼
朝
が
自
ら
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
洛

（
田
）

の
目
的
は
、
東
大
寺
供
養
で
あ
っ
た
。
一
方
、
上
洛
中
に
、
頼
朝
は

丹
後
局
を
六
波
羅
の
宿
所
に
招
き
、
妻
政
子
と
娘
大
姫
に
引
き
合
わ

（
ｕ
）

せ
、
局
に
贈
物
を
す
る
な
ど
接
待
し
て
い
る
。
頼
朝
の
こ
の
行
為

に
高
群
氏
は
、
こ
の
婚
姻
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
見
解
を
示
し
て
お

ら
れ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
武
家
側
で
も
当
時
は
婿
取
婚
を
正
婚
と
し

て
い
た
が
、
武
家
の
間
で
は
、
女
家
の
身
分
が
低
い
場
合
、
男
家
へ

進
上
婚
形
式
と
す
る
の
が
当
然
と
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
と
い
う
。

高
群
氏
は
、
こ
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
頼
朝
と
し
て
は
、
兼
実
を
尊
敬

し
、
な
お
か
つ
喜
ば
せ
る
た
め
に
、
進
上
式
で
、
姪
を
九
条
家
へ
入

（
ｕ
）

れ
よ
う
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
同
群
氏
の
見
解
を
ふ

ま
え
れ
ば
、
建
久
元
年
以
降
、
頼
朝
が
兼
実
を
疎
遠
に
し
て
い
っ
た

と
す
る
見
方
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
建
久
元
年
の
上
洛
以
後
に
お
い

て
も
、
頼
朝
は
兼
実
と
今
ま
で
通
り
の
関
係
を
更
に
固
め
る
た
め
の

増
強
策
と
し
て
、
こ
の
縁
談
を
と
り
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

理
解
を
前
提
と
し
て
、
建
久
六
年
の
上
洛
時
に
お
け
る
、
頼
朝
の
兼

実
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
ゑ
て
ゑ
た
い
。

■■■■■

■■■■■■
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法
政
史
学
第
四
十
五
号

（
応
）

は
、
通
説
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
姫
の
入
内
斡
旋
の
依

頼
で
あ
ろ
う
。
従
来
で
は
、
こ
の
頼
朝
の
大
姫
入
内
工
作
と
丹
後
局

へ
の
贈
物
を
も
っ
て
、
頼
朝
の
丹
後
局
・
源
通
親
を
中
心
と
す
る
反

兼
実
派
へ
の
急
接
近
の
表
わ
れ
と
承
な
し
、
兼
実
を
見
限
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
の
根
拠
と
な
る
一
つ
は
、
頼
朝
が
、
兼
実
が

嫌
っ
て
い
る
丹
後
局
に
莫
大
な
贈
物
を
進
呈
し
て
い
る
の
に
対
し
、

頼
朝
が
兼
実
に
贈
呈
し
た
馬
二
匹
を
、
兼
実
が
「
甚
乏
少
、
為
し
之

（
咽
）

如
何
」
と
、
贈
物
の
ロ
叩
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

通
説
で
は
、
こ
の
頼
朝
と
丹
後
局
の
間
の
や
り
と
り
を
も
っ
て
、

こ
の
時
に
初
め
て
両
者
が
交
流
を
も
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
建
久
元
年
に
頼
朝
が
上
洛
し
た
時
、
そ
の
帰
途
に
際
し
、
法

皇
の
意
を
介
し
て
局
か
ら
頼
朝
に
扇
百
本
を
含
む
饒
別
が
送
ら
れ
て

（
Ⅳ
）

い
る
。
こ
の
事
例
を
ふ
ま
塗
え
れ
ば
、
通
説
的
理
解
に
は
再
考
の
必
要

が
生
じ
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
至
る
頼
朝
と
丹
後
局
の
関
係

を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

文
治
五
年
六
月
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
塔
供
養
に
際
し
、
法
皇
が
馬
を

下
賜
し
た
の
に
伴
い
、
丹
後
局
も
銀
製
の
箱
に
納
め
た
扇
二
十
本
を

（
田
）

呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
久
一
兀
年
五
月
に
、
局
が
仏
事
を
営
む
こ
と

（
四
）

を
聞
い
た
頼
朝
は
、
砂
金
・
帖
絹
等
を
局
に
送
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
頼
朝
の
配
慮
に
対
し
、
局
か
ら
「
偏
以
一
一
御
助
成
一
果
二
宿
願
一
」

三
八

（
卯
）

と
礼
状
が
届
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
久
二
年
十
二
月
に
は
、
頼
朝

が
行
な
っ
た
法
住
寺
御
所
修
復
に
対
し
、
そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
い
謝
意

（
皿
）

を
詞
い
め
た
局
の
礼
状
が
到
来
し
て
い
る
。
ま
た
、
建
久
四
年
（
一
一

九
三
）
九
月
、
局
の
娘
宣
陽
門
院
の
周
囲
に
警
護
人
が
な
く
物
騒
と

の
一
条
能
保
か
ら
の
報
告
に
よ
り
、
畿
内
御
家
人
を
宿
直
と
し
て
配

（
犯
）

置
す
る
処
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
頼
朝
と
局
の
間
の

や
り
と
り
を
検
討
し
て
承
る
と
、
頼
朝
の
二
回
目
の
上
洛
以
前
か

ら
、
両
者
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
兼
実
は
局
を

嫌
っ
て
い
た
が
、
頼
朝
は
局
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
、
法
皇
へ
の
忠
勤
を
標
傍
す
る
頼
朝
に
と
っ
て
、
法
皇
の
寵
妃
で

あ
る
局
と
良
好
な
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、
政
治
的
配
慮
か
ら
必
要
で

あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
頼
朝
が
兼
実
に
送
っ
た
馬
二
匹
に
対
す
る
兼
実
の

「
甚
乏
少
、
為
し
之
如
何
」
の
発
言
は
、
兼
実
の
「
驍
り
」
と
見
な
せ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
建
久
元
年
に
上
洛
し
た

際
に
、
頼
朝
は
兼
実
に
何
も
贈
呈
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

贈
物
の
品
や
そ
の
価
値
に
つ
い
て
、
他
の
贈
答
の
例
を
ふ
て
ふ
る

（
羽
）

と
、
頼
朝
が
諏
訪
上
下
社
に
奉
納
し
た
、
屯
の
は
神
馬
、
奥
州
の
藤
原

（
型
）

秀
衡
が
朝
廷
に
献
上
し
た
品
は
、
馬
一
一
一
匹
と
中
持
三
棹
で
あ
る
。
ま

（
お
）

た
、
法
皇
の
熊
野
詣
料
と
し
て
、
頼
朝
は
馬
十
匹
を
献
上
し
た
時
と

（
妬
）

砂
金
を
献
上
し
た
時
が
あ
る
。
こ
の
例
は
、
馬
十
匹
が
ど
の
く
ら
い
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の
価
値
を
持
つ
屯
の
か
の
一
つ
の
目
安
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
鶴
岡

八
幡
宮
の
塔
供
養
に
頼
朝
が
法
皇
か
ら
賜
わ
っ
た
も
の
は
、
馬
一
匹

（
〃
）

（
丹
後
局
か
ら
は
銀
製
の
箱
に
納
め
た
扇
二
十
本
）
、
そ
し
て
奥
州
平

（
羽
）

定
後
に
、
頼
朝
は
奥
州
産
の
鷲
一
羽
を
朝
廷
に
献
上
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
贈
物
の
例
か
ら
ゑ
て
も
、
頼
朝
が
兼
実
に
送
っ
た
馬
二
匹
は

決
し
て
乏
し
い
も
の
で
は
な
く
、
頼
朝
に
し
て
ふ
れ
ば
ま
ず
ま
ず
の

品
定
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
方
、
兼
実
は
、
こ
の
時
期
、
懐
妊
し
て
い
る
娘
後
鳥
羽
中
宮
任

子
を
、
着
帯
の
儀
に
際
し
て
里
亭
に
下
が
ら
せ
、
男
子
誕
生
を
願
っ

（
羽
）

て
兼
実
自
ら
任
子
に
腹
帯
を
献
じ
て
い
る
。
兼
実
は
、
娘
に
白
一
子
が

生
ま
れ
、
自
分
が
天
皇
の
外
戚
に
な
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な

い
、
得
意
の
絶
頂
期
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
将
来
の
天
皇
の
外
祖
父

に
献
ず
る
品
物
が
馬
二
匹
と
は
見
く
び
っ
て
い
る
と
い
う
兼
実
の
心

理
が
「
甚
乏
少
」
と
言
わ
し
め
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、
頼
朝
が
六
波
羅
で
丹
後
局
に
送
っ
た
「
砂
金
を
納
め
た
銀
製
の

蒔
筥
・
白
綾
」
の
品
は
、
以
前
、
八
幡
宮
の
塔
供
養
の
際
に
、
局
か

ら
頼
朝
に
献
ぜ
ら
れ
た
品
が
「
銀
製
の
箱
」
に
納
め
ら
れ
た
扇
で
あ

っ
た
こ
と
、
局
主
催
の
仏
事
に
頼
朝
が
献
じ
た
品
が
「
砂
金
・
帖

絹
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
承
れ
ば
、
通
説
が
見
な
す
よ
う
に
、
取
り

立
て
て
言
う
ほ
ど
莫
大
な
品
と
は
言
い
難
い
。

こ
の
よ
う
に
、
頼
朝
が
丹
後
局
と
兼
実
に
送
っ
た
品
物
が
、
そ
れ

建
久
六
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
遠
城
）

通
説
的
理
解
の
二
つ
目
の
根
拠
と
し
て
、
兼
実
の
賀
茂
神
社
参
詣

に
際
し
、
頼
朝
が
御
家
人
達
に
そ
の
行
列
の
見
物
を
禁
止
し
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
四

月
十
七
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

丹
後
二
品
局
被
し
参
二
六
波
羅
御
亭
（
御
台
所
姫
公
等
及
二
御
対

面
『
今
日
、
殿
下
参
二
賀
茂
社
一
給
云
々
、
而
将
軍
家
被
ン
仰
二
御

家
人
等
之
中
一
日
、
此
事
為
二
見
物
一
不
し
可
二
罷
出
一
云
々
、
是
依

ソ
無
二
御
見
物
一
也
、

頼
朝
は
、
御
家
人
達
の
参
詣
行
列
の
見
物
を
禁
止
し
て
い
る
。
し

ぞ
れ
見
合
っ
た
品
物
で
優
劣
が
認
め
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
贈
物
の

品
揃
え
を
も
っ
て
頼
朝
が
兼
実
を
見
限
っ
た
と
す
る
従
来
の
理
解
に

は
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
こ
の
上
洛
中
、
頼
朝
は
、
先
の
上
洛
の

（
知
）

時
と
同
様
に
兼
実
と
会
談
し
、
そ
の
回
数
は
三
回
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
模
様
に
つ
い
て
、
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
「
御
談
話
移
し
刻
之
間
、

（
皿
）

（
犯
）

及
二
深
更
一
」
「
都
鄙
理
世
事
、
御
談
話
非
し
一
」
と
、
都
鄙
Ⅱ
京
都
と

関
東
（
或
い
は
諸
国
）
の
治
世
に
つ
い
て
種
々
談
合
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
頼
朝
が
兼
実
に
対
し
背
信
行
為
を
犯
し
て
い
る
と
は
窺
わ

れ
な
い
。
建
久
元
年
の
上
洛
時
の
、
兼
実
に
対
す
る
頼
朝
の
姿
勢

に
は
、
こ
の
時
に
至
っ
て
も
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

￣

ｌ■■■■

■■■■■■■

九
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か
し
、
単
に
兼
実
の
参
詣
行
列
を
見
物
し
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
留
意
を
要
す
る
の
は
、
傍
線
部
の
解
釈

で
あ
る
。
こ
こ
で
御
家
人
達
へ
の
見
物
禁
止
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
「
御
見
物
」
と
、
見
物
す
る
人
物
に
対
し
て
敬
意
が
示
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
「
御
見
物
」
と
は
頼
朝
の
見
物
を
指
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
頼
朝
は
、
「
（
丹
後
局
を
招
待
し
て
い
て
）

自
分
が
賀
茂
詣
の
行
列
を
見
物
で
き
な
い
か
ら
、
御
家
人
達
も
見
物

に
出
て
は
い
け
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
御
家
人
の
主

人
に
あ
た
る
頼
朝
が
別
件
（
丹
後
局
の
接
待
）
で
見
物
に
出
て
い
な

い
の
に
、
そ
の
従
者
達
が
物
見
気
分
で
参
道
に
多
数
群
が
る
の
は
具

合
が
悪
い
と
い
う
「
建
て
前
」
か
ら
の
見
物
禁
止
と
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
つ
一
一
一
月
十
三
日
に
、
頼
朝
が
東
大
寺
供
養
で

（
羽
）

参
不
良
へ
赴
い
た
時
、
兼
実
も
東
大
寺
へ
出
向
い
て
お
り
、
『
玉
葉
』

の
こ
の
日
の
条
に
「
雑
人
禁
止
之
間
之
事
、
仰
二
頼
朝
卿
二
畢
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
雑
人
」
が
御
家
人
を
指
し
て
い
る
と
は
断
定

で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
兼
実
は
頼
朝
に
対
し
人
手
を
煩
わ
す

こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
て
い
る
。
東
大
寺
供
養
の
お
り
、

（
弧
）

頼
朝
は
二
百
七
十
名
に
の
ぼ
る
御
家
人
達
を
率
い
て
い
ろ
。
こ
の
光

景
を
目
に
し
た
兼
実
が
、
頼
朝
に
対
し
こ
の
よ
う
な
申
し
入
れ
を
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
頼
朝
が
御
家
人
達
の
兼
実
の
賀
茂
詣
行

列
の
見
物
を
禁
止
し
た
の
は
、
こ
の
兼
実
の
申
し
入
れ
を
念
頭
に
置

法
政
史
学
第
四
十
五
号

所
し
被
し
止
一
一
御
同
道
儀
一
也
云
女
、

頼
朝
が
能
保
と
同
行
す
る
約
束
を
取
り
や
め
に
し
た
理
由
が
傍
線

部
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
能
保
が
、
頼
朝
の
天
王
寺
参

詣
に
際
し
、
そ
の
参
詣
路
沿
い
の
荘
園
に
雑
事
を
所
課
し
た
こ
と
が

頼
朝
の
意
に
添
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
『
吾
妻
鏡
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

将
軍
家
可
し
有
し
御
。
参
天
王
寺
『
御
路
次
可
し
被
〉
用
ン
船
、
陸
地

不
し
可
し
叶
之
由
、
一
條
二
品
禅
室
被
レ
申
之
故
也
、
而
依
二
此
事
「

建
久
六
年
の
上
洛
中
、
頼
朝
が
兼
実
を
疎
外
し
た
と
す
る
理
解
の

根
拠
と
し
て
三
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
頼
朝
が
天
王
寺
参
詣
の

際
に
、
一
条
能
保
が
用
意
し
た
船
を
用
い
る
約
束
で
あ
っ
た
の
を
取

り
や
め
、
に
わ
か
に
丹
後
局
の
船
を
借
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

間
の
経
緯
に
つ
い
て
『
吾
妻
鏡
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

与
二
一
條
二
品
禅
室
一
可
ソ
有
二
御
同
道
一
之
由
、
依
レ
有
二
兼
御
約

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
頼
朝
の
御
家
人
達
へ

の
兼
実
の
賀
茂
詣
行
列
見
物
禁
止
の
経
緯
を
ゑ
て
承
る
と
、
頼
朝
の

こ
の
処
置
は
、
通
説
的
理
解
の
傍
証
に
は
成
り
難
い
と
思
わ
れ
る
。

有
二
其
聞
「
是
太
不
レ
叶
二
賢
慮
一
之
間
、
為
し
不
下
令
し
請
し
之
給
上
、

諾
『
禅
室
用
。
意
御
船
「
於
二
路
頭
庄
園
一
被
し
宛
二
雑
事
一
之
由
、

四

（
妬
）

四
○
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人
女
為
し
献
二
路
次
雑
事
→
被
し
支
。
配
所
領
一
之
由
、
或
触
。
申
之
一

或
風
聞
之
間
、
将
軍
家
殊
令
し
驚
給
、
早
可
レ
被
二
停
一
之
止
旨
、

各
被
し
申
。
遣
之
一
是
為
二
仏
法
値
遇
『
企
一
一
霊
場
参
詣
「
若
令
成
二

（
場
）

人
費
一
者
、
還
可
し
乖
二
仏
意
一
嗽
、
殊
有
二
御
慎
一
云
女
、
揚
震
辞
二

黄
金
一
焉
、
廻
下
趾
二
四
知
一
之
慮
与
唐
帝
造
二
騒
宮
一
笑
、
遺
下
不
二

一
幸
一
之
誉
』
今
重
二
万
人
之
財
力
『
添
軽
二
一
身
之
志
寛
一
給
、

節
倹
之
商
量
、
殆
超
二
子
古
昔
一
者
嗽
、
後
聞
人
莫
し
下
し
奉
二
称

（
妬
）

美
二
云
々
、

参
詣
に
際
し
、
経
路
周
辺
の
所
領
を
、
参
詣
の
雑
事
を
賄
う
た
め

に
支
配
し
た
と
聞
い
た
頼
朝
は
驚
倒
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
す
ぐ

に
止
め
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
仏
と
の
会
遇
の
た
め
に
霊
場
へ

参
詣
す
る
の
に
、
そ
の
た
め
に
人
手
を
労
さ
せ
て
は
か
え
っ
て
仏
意

に
反
し
て
し
ま
う
と
述
べ
、
故
事
を
引
い
て
、
自
分
の
願
を
成
就
さ

せ
る
た
め
に
庶
民
を
煩
わ
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
東
大
寺
供
養
の
お
り
、
頼
朝
は
、
東
大
寺
に
滞
在

し
て
い
る
宋
か
ら
の
来
僧
陳
和
卿
に
謁
し
よ
う
と
し
た
が
、
卿
は
、

頼
朝
が
国
敵
を
征
伐
す
る
の
に
際
し
、
多
く
の
人
命
を
犠
牲
に
し
た

罪
は
深
い
と
言
う
理
由
で
、
頼
朝
の
再
一
一
一
に
わ
た
る
申
し
出
を
拒
絶

（
〃
）

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
僧
か
ら
来
日
し
た
一
同
僧
に
罪
人
扱
い
さ

れ
、
東
大
寺
供
養
主
催
者
と
し
て
の
面
目
を
潰
さ
れ
た
頼
朝
は
、
自

分
の
行
為
が
仏
法
上
の
汚
点
が
な
い
も
の
に
す
る
た
め
に
神
経
を
尖

建
久
六
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
遠
城
）

ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頼
朝
の
心
理
状
態
か
ら
す
れ
ば
、
仏

法
上
の
攻
撃
を
受
け
る
要
素
を
含
ん
だ
能
保
の
処
置
は
感
心
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
妹
婿
で
親
密
な
間
柄
で
あ
ろ
う
と
約
束
が

あ
ろ
う
と
、
能
保
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
に
相

違
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
頼
朝
が
能
保
と
の
約
束
を
取
り
や
め
た
経
緯
を

ふ
て
ゑ
る
と
、
頼
朝
は
、
丹
後
局
の
歓
心
を
買
う
た
め
に
能
保
と
の

約
束
を
反
古
に
し
た
と
は
承
な
し
難
い
。
仏
教
保
護
者
と
し
て
の
体

面
を
保
つ
為
に
、
そ
れ
に
反
す
る
行
為
を
取
っ
た
能
保
と
天
主
寺
参

詣
に
同
行
す
る
こ
と
を
取
り
や
め
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
事
例
も
、
通
説
的
理
解
を
支
え
る
傍
証
と
捉
え
る
に
は
支

障
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
つ
目
の
通
説
的
理
解
の
根
拠
と
し
て
、
頼
朝
が
、
丹
後
局
の
娘

（
犯
）

一
旦
陽
門
院
の
た
め
に
長
講
堂
領
立
荘
の
便
宜
を
図
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
頼
朝
は
後
白
河
法
皇
の
死
後
、
兼
実
と
共
に
法
皇
の
遣
領

の
長
講
堂
領
を
廃
し
た
の
を
、
こ
の
時
に
至
っ
て
、
門
院
の
た
め
に

そ
れ
を
復
活
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
建
久
三
年

（
一
一
九
二
）
三
月
の
法
皇
の
死
に
伴
う
所
領
相
続
に
つ
い
て
の
史

料
を
見
て
ゑ
た
い
。

五
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１
謁
二
右
大
臣
『
密
語
二
御
処
分
之
事
「
北
面
下
繭
等
、
競
。
立
新

立
荘
「
甚
不
便
、
然
而
力
不
し
及
云
云
、
大
途
公
家
御
沙
汰
云

々
、
尤
珍
重
也
、
（
『
玉
葉
』
建
久
三
年
二
月
十
七
日
条
）

２
丹
一
一
品
、
為
二
法
皇
御
使
一
参
上
、
有
二
被
ソ
申
事
等
『
（
中
略
）

白
河
御
堂
等
、
蓮
華
壬
院
、
法
華
堂
、
鳥
羽
法
住
寺
等
、
皆
可
レ
為
二

公
家
沙
汰
「
自
餘
散
在
所
領
等
、
宮
達
有
二
分
給
事
等
『
随
一
一
間
食

及
『
面
々
可
咳
有
二
御
沙
汰
一
云
女
、
馴
艸
徽
随
鯉
口
樋
雌
叡
雫
銚

賀
、
福
地
等
、
皆
可
レ
為
二
公
家
御
沙
汰
『
但
、

金
剛
勝
院
一
所
、
可
し
為
二
股
富
門
院
領
一
云
を
、
此
御
処
分
之
体
、
誠
穏
便

也
、
（
中
略
）
而
今
法
皇
於
二
遣
詔
一
者
、
已
勝
二
保
元
之
先
跡
『

百
万
里
、
人
之
賢
愚
得
失
、
誠
無
二
定
法
一
事
歎
、
（
『
玉
葉
』
建

久
三
年
一
一
月
十
八
日
条
）

３
人
女
云
、
股
富
門
院
御
処
分
押
小
路
殿
、
釧
蝋
雛
卸
為
二
冒
陽

ｏ
ｏ

門
院
猷
牒
鍬
脹
擶
戦
前
斎
院
鍬
畝
珊
謂
洲
甜
雑
勢
噸
洲
前
斎
官
鮒
野
灼

花
園
殿
、
款
和
法
住
寺
殿
蓮
華
王
院
六
勝
寺
鳥
羽
等
、
惣
可
し

為
二
公
家
御
沙
汰
｛
即
宝
倉
以
下
被
ン
付
二
殿
下
御
封
一
云
々
、

（
『
明
月
記
』
建
久
三
年
三
月
十
四
日
条
）

４
又
城
興
寺
事
、
所
望
之
人
女
、
皆
以
ソ
無
し
所
し
拠
、
只
可
し
為
二

後
院
領
一
也
、
不
し
可
し
為
二
異
議
」
云
々
、
宗
頼
朝
臣
申
二
左
大
臣

返
事
「
城
興
寺
事
、
三
人
所
し
被
し
申
、
皆
有
し
謂
、
又
無
し
拠
、

所
詮
可
ン
左
二
御
定
『
但
法
皇
御
知
行
未
一
一
処
分
「
而
崩
御
、
公

家
御
沙
汰
宜
歎
云
女
、
両
府
申
状
、
已
以
符
合
、
道
理
可
し
然

法
政
史
学
第
四
十
五
号

事
歎
、
問
状
一
一
〈
、
若
可
し
為
二
後
院
領
一
哉
否
之
條
〈
、
一
切

不
し
仰
也
、
「
玉
葉
」
建
久
三
年
九
月
四
日
条
）

５
将
軍
家
御
参
内
、
又
令
し
参
二
宣
陽
門
院
一
給
、
長
講
堂
領
七

ヶ
所
事
、
任
二
故
院
遺
勅
「
可
し
被
し
立
之
由
、
申
。
沙
‐
汰
‐
給
之
一

云
々
、
（
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
四
月
二
十
一
日
条
）

６
法
皇
ウ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
ヶ
ル
ト
キ
、
一
一
〈
カ
ニ
大
庄
ヲ
ハ
リ

マ
・
備
前
ナ
ド
ニ
タ
テ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
タ
ヲ
サ
レ
ニ
キ
。
（
『
愚
管

抄
』
第
六
後
鳥
羽
）

史
料
１
に
よ
れ
ば
、
法
皇
の
死
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
時
、
院
近
臣

達
が
法
皇
の
死
の
前
に
競
っ
て
立
荘
を
申
請
す
る
こ
と
に
兼
実
は
眉

を
ひ
そ
め
、
法
皇
の
遣
領
処
分
に
つ
い
て
は
皇
室
の
決
裁
に
よ
る
も

の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
２
で
は
、
丹
後
局
が
法
皇
の
意
と
し

て
伝
え
る
と
こ
ろ
の
所
領
処
分
の
要
領
ｌ
大
半
は
皇
室
沙
汰
と

し
、
残
り
を
法
皇
の
子
女
に
分
配
す
る
こ
と
ｌ
を
聞
き
兼
実
は

穏
便
策
と
満
足
し
て
い
る
。
そ
し
て
史
料
３
で
は
、
長
講
堂
領
は
宣

陽
門
院
に
譲
ら
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
子
女
に
分
配
さ
れ
た
以
外

の
遺
領
は
、
す
べ
て
皇
室
の
沙
汰
に
よ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

現
に
、
史
料
４
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
未
処
分
の
法
皇
の
遣
領

は
皇
室
で
沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
兼
実
は
こ
の
処
置
を
理
に
計
っ
た
も

の
と
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
法
皇
の
遣
領
は
す
べ
て
法
皇
の
子
女
と
皇
室

四
一
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の
所
有
と
な
り
、
摂
政
と
い
え
ど
も
干
渉
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
兼

実
も
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
従
来
の
理
解
は
史
料
６
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

「
タ
ヲ
サ
レ
ー
ー
キ
」
の
対
象
は
、
史
料
１
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
院

近
臣
達
が
法
皇
の
死
の
直
前
に
立
荘
し
よ
う
と
し
た
荘
園
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
愚
管
抄
』
と
『
玉
葉
』
や
『
明
月
記
』
の

記
事
の
信
適
度
を
考
慮
す
る
と
、
当
時
の
日
記
で
あ
る
後
者
を
重
視

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
法
皇
の
死
後
、
頼
朝
と
兼
実
が
長
講

堂
領
を
廃
し
た
と
は
想
定
さ
れ
な
い
。
史
料
５
は
、
頼
朝
が
、
史
料

３
に
記
さ
れ
て
い
る
法
皇
の
遺
志
に
も
と
づ
い
て
、
長
講
堂
領
が
宣

陽
門
院
領
と
な
る
よ
う
に
便
宜
を
図
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
頼
朝
が
上
洛
時
に
長
講
堂
領
立
荘
の
便
宜
を
図
っ
た

経
緯
を
ゑ
て
承
る
と
、
こ
の
事
例
も
、
通
説
的
理
解
を
立
証
す
る
証

左
と
は
承
な
し
難
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
建
久
六
年
の
上
洛
時
、
頼
朝
が
大
姫
の
入
内
工
作
を
推
進

す
る
た
め
に
兼
実
を
疎
外
し
た
と
す
る
従
来
の
理
解
に
対
し
、
再
考

察
を
試
み
た
。
従
来
の
理
解
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
事
例
を
再
検
討

し
て
承
る
と
、
い
ず
れ
も
そ
れ
を
導
く
も
の
と
は
捉
え
難
い
。
頼
朝

の
兼
実
に
対
す
る
姿
勢
に
、
建
久
元
年
時
と
の
相
違
は
承
ら
れ
な

い
。
依
然
と
し
て
、
頼
朝
は
兼
実
と
連
携
を
保
っ
て
い
く
姿
勢
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

建
久
六
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
遠
城
）

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
頼
朝

の
大
姫
入
内
工
作
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

頼
朝
が
同
志
と
見
な
し
て
い
る
兼
実
の
娘
任
子
は
、
す
で
に
後
鳥
羽

天
皇
の
中
宮
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
懐
妊
し
て
い
る
。
こ
の
頼
朝

の
大
姫
入
内
工
作
の
意
図
に
つ
い
て
、
赤
松
俊
秀
氏
・
上
横
手
雅
敬

氏
は
、
頼
朝
の
娘
を
思
う
親
心
と
見
な
さ
れ
、
入
内
工
作
を
推
進
す

る
た
め
、
建
久
六
年
の
上
洛
中
、
頼
朝
は
兼
実
に
対
し
疎
遠
な
態
度

（
羽
）

を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
杉
橋
隆
夫
氏
は
、
建
久
元
年
を

機
に
、
頼
朝
と
兼
実
の
間
に
亀
裂
が
生
じ
、
そ
の
た
め
頼
朝
は
入
内

（
側
）

を
欲
し
、
兼
実
を
裏
切
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
賀
ゆ
か
り

氏
は
、
朝
廷
内
の
反
兼
実
派
が
兼
実
孤
立
策
と
し
て
計
画
し
た
大
姫

入
内
話
を
、
当
初
頼
朝
は
親
心
か
ら
そ
れ
を
受
諾
し
た
が
、
後
に
兼

実
を
見
限
り
、
兼
実
に
対
抗
す
る
意
図
で
入
内
計
画
を
推
進
し
た
と

（
虹
）

捉
鰐
え
ら
れ
て
い
ろ
。
一
方
、
河
内
祥
輔
氏
は
、
皇
室
と
婚
姻
関
係
を

結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
公
武
関
係
を
不
動
の
も
の
と
す
る
た
め

（
⑫
）

と
捉
慶
え
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
ゑ
て
き
た
兼
実
に
対
す
る
頼
朝
の
姿
勢
を
前
提
と
す

る
と
、
頼
朝
が
兼
実
を
一
異
切
る
た
め
に
入
内
を
計
画
し
た
と
は
考
え

に
く
い
。
ま
た
、
入
内
を
推
進
す
る
た
め
に
兼
実
を
疎
ん
じ
て
い
る

一〈
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様
子
も
窺
わ
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
大
姫
入
内
計
画
は
、
頼
朝
と
政

子
の
私
的
な
親
心
と
捉
え
ら
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

従
来
、
大
姫
の
病
は
、
許
嫁
の
木
曽
義
高
が
頼
朝
に
殺
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
、
精
神
的
な
衝
撃
か
ら
き
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
岩
崎
昭
行
氏
は
、
『
吾
妻
鏡
』
に
記
さ
れ
た
木
曽
義
高

に
関
す
る
史
料
の
信
瀝
性
が
低
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
氏

は
、
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
（
二
八
四
）
四
月
一
一
十
六
日
条
に
記

さ
れ
て
い
る
、
年
端
の
い
か
な
い
幼
娘
の
大
姫
が
、
許
嫁
と
は
い

え
、
兄
の
よ
う
な
遊
び
相
手
の
義
高
が
突
然
亡
く
な
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
の
恋
慕
心
か
ら
食
事
も
喉
を
通
ら
ず
放
心
し
て
い
っ
た
と

（
蛭
）

の
記
述
に
疑
問
を
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
五
口
妻
鏡
』
の
編
纂
経
緯
か

ら
み
て
、
氏
の
見
解
は
首
肯
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、

『
吾
妻
鏡
』
の
大
姫
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
、
姫
の
病
気
に
関
す
る

も
の
に
着
目
し
て
ふ
る
こ
と
に
す
る
。

大
姫
の
病
に
関
す
る
記
事
を
見
て
承
る
と
、
以
下
に
示
す
よ
う

な
、
病
身
の
大
姫
を
気
遣
う
頼
朝
と
政
子
の
姿
も
垣
間
承
る
こ
と
が

で
き
る
。
建
久
四
年
（
二
九
一
一
一
）
八
月
に
、
謀
反
の
疑
い
に
よ
り

殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
源
範
頼
が
、
大
姫
の
病
臥
に
よ
り
、

（
“
）

伊
一
丘
へ
流
刑
の
減
刑
に
な
っ
て
い
る
。
大
姫
の
発
病
は
、
頼
朝
と
政

子
に
と
っ
て
心
痛
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
人
は
相
次
い

（
幅
）

で
岩
殿
観
音
堂
へ
参
詣
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
頼
朝
の
参
圭
萠
に
つ
い

法
政
史
学
第
四
十
五
号

（
妬
）

て
、
『
吾
妻
鏡
』
に
は
「
姫
君
御
不
例
之
時
御
立
願
一
云
々
」
と
記
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
頼
朝
は
、
大
姫
が
病
臥
す
る
と
観
音
堂
へ
参
詣
し

て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
七
月
に
も
大
姫

は
病
臥
し
、
頼
朝
は
日
向
薬
師
へ
大
姫
の
病
平
癒
を
祈
願
し
て
い

（
卿
）

ろ
。
大
姫
の
発
作
が
治
ま
る
と
、
政
子
は
、
ふ
さ
ぎ
こ
ゑ
が
ち
な
大

姫
に
、
従
兄
の
一
条
高
能
と
の
縁
談
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
大
姫
は
拒

（
蛆
）

絶
し
た
。
士
｛
た
、
同
年
十
一
月
に
は
、
大
姫
の
病
再
発
に
、
幕
府
は

（
伯
）

神
馬
を
三
嶋
神
社
に
奉
納
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
久
六
年
（
一
一

九
五
）
十
月
に
も
、
大
姫
は
病
臥
し
た
。
こ
の
時
は
、
頼
朝
の
叔
父

の
護
念
上
人
の
加
持
祈
祷
が
効
を
奏
し
て
大
姫
は
快
復
し
、
頼
朝
は

（
印
）

大
変
喜
ん
で
護
念
上
人
に
勧
賞
を
申
し
出
て
い
る
。
以
上
の
記
事
か

ら
は
、
頼
朝
と
政
子
の
、
病
身
の
娘
の
身
を
案
じ
る
親
の
姿
が
浮
か

び
上
が
る
。
二
人
は
、
病
が
ち
な
大
姫
の
行
く
末
を
案
じ
、
娘
を
縁

付
か
せ
た
い
一
心
で
、
破
格
の
縁
談
で
あ
る
入
内
を
思
い
つ
い
た
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

頼
朝
は
、
全
く
の
親
心
か
ら
大
姫
の
入
内
を
計
画
し
た
の
で
あ

り
、
す
で
に
娘
を
中
宮
に
立
て
て
い
る
兼
実
と
天
皇
の
外
戚
の
座
を

め
ぐ
っ
て
対
抗
し
よ
う
と
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
自

ら
を
「
関
東
の
住
人
」
と
位
置
づ
け
、
都
の
官
職
で
あ
る
右
大
将
を

（
Ⅲ
）

辞
任
し
た
頼
朝
に
は
、
都
の
摂
関
家
と
外
戚
の
地
位
を
争
う
音
》
識
な

ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ

四
四
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頼
朝
は
、
二
度
目
の
上
洛
で
兼
実
と
会
談
し
た
時
、
一
度
目
の
上
洛

の
時
と
変
わ
ら
な
い
姿
勢
で
兼
実
に
接
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
兼
実
は
頼
朝
の
娘
の
入
内
計
画
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
兼
実
は
、
建
久
二
年
四
月
に
、
頼
朝
が
娘
の
入

内
を
企
図
し
て
い
る
と
の
風
聞
を
耳
に
し
て
、
「
如
し
此
之
大
事
、
只

大
神
宮
八
幡
春
日
御
計
也
、
非
二
人
為
之
成
敗
一
者
歎
、
今
日
巳
刻
間
一
一

（
ぬ
）

此
事
一
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
河
内
祥
輔
氏
は
、

こ
の
時
期
、
九
条
家
は
摂
関
家
の
家
格
へ
上
昇
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
き
で
、
兼
実
は
頼
朝
の
娘
の
入
内
計
画
に
過
敏
に
反
応
し
た
と
さ

（
岡
）

れ
て
い
る
。

九
条
家
が
、
こ
の
時
期
に
摂
関
家
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

野
村
育
世
氏
の
見
解
に
注
目
し
た
い
。
氏
に
よ
れ
ば
、
兼
実
の
父
忠

通
は
、
基
実
・
兼
実
の
二
人
を
嫡
子
格
と
定
め
、
基
実
を
高
陽
院
、

兼
実
を
皇
嘉
門
院
の
猶
子
と
し
て
配
し
、
女
院
の
所
領
を
そ
れ
ぞ
れ

が
相
続
す
る
位
置
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
茶
実
が
相

続
し
た
高
陽
院
領
が
近
衛
家
領
の
核
に
、
兼
実
が
相
続
し
た
皇
嘉
門

院
領
が
九
条
家
領
の
核
と
な
っ
た
。
忠
通
は
、
摂
関
家
を
二
つ
に
分

け
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
こ
の
よ
う
な
処
置
を
取
っ
た
と
さ
れ
て
い

（
別
）

ろ
。
つ
ま
り
、
九
条
家
は
摂
関
家
の
傍
流
で
は
な
く
、
忠
通
に
よ
っ

て
摂
関
家
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
野
村
氏
の
見
解
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
兼
実
が
、
九
条
家
を

建
久
六
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
遠
城
）

摂
関
家
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
任
子
を
入
内
さ
せ
た
と
す
る
河

内
氏
の
見
解
に
は
首
肯
し
難
い
。
野
村
氏
に
よ
れ
ば
、
九
条
家
が
名

実
と
も
に
摂
関
家
と
し
て
成
立
す
る
の
は
、
文
治
四
年
二
一
八

（
弱
）

八
）
以
後
で
あ
る
と
い
う
。
任
子
の
入
内
が
内
定
し
た
の
は
、
文
治

（
開
）

五
年
（
一
一
八
九
）
の
こ
と
で
あ
り
、
任
子
は
、
摂
関
家
の
娘
と
し

て
入
内
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
兼
実
が
、
頼
朝
が
娘
の
入
内
を
企

図
し
て
い
る
と
い
う
噂
を
耳
に
す
る
の
は
、
建
久
二
年
で
あ
る
。
兼

実
は
、
摂
関
家
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
て
い
た
時
期

に
、
頼
朝
の
娘
の
こ
と
を
聞
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う

な
、
九
条
家
の
状
態
か
ら
す
れ
ば
、
兼
実
に
と
っ
て
、
頼
朝
の
大
姫

入
内
計
画
は
、
自
身
の
摂
関
と
し
て
の
地
位
を
揺
る
が
す
危
険
な
こ

と
と
認
識
す
る
事
件
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
兼
実
の
「
加
レ
此
之
大
事
、
只
大
神
宮
八
幡
春
日
御
計

也
、
非
二
人
為
之
成
敗
一
者
欲
、
今
日
巳
刻
間
一
一
此
事
一
」
は
ど
の
よ
う

に
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
杉
橋
隆
夫
氏
は
、
こ
れ
を
、
頼
朝
の

（
師
）

｜
異
切
り
行
為
に
対
す
る
兼
実
の
驚
樗
と
狼
狽
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
頼
朝
は
兼
実
を
疎
外
し
て

い
る
と
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
の
、
摂
関

家
と
し
て
確
立
し
た
九
条
家
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
兼
実
が
、
武
家

の
娘
の
入
内
に
動
揺
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
頼
朝
の
娘
入
内
の
噂
の
記
事
か
ら
約

四
五
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一
ヵ
月
半
程
前
の
『
玉
葉
』
建
久
二
年
一
一
月
一
一
十
一
日
条
に
記
さ
れ

た
、
「
今
日
女
房
一
一
一
位
殿
見
二
吉
夢
「
可
し
有
二
皇
子
降
誕
「
則
可
二
賤

詐
一
之
吉
瑞
也
、
可
レ
悦
女
々
、
可
ソ
感
々
点
」
と
の
記
事
で
あ
る
。

（
犯
）

九
世
紀
以
降
、
夢
は
、
物
事
の
前
兆
や
予
告
と
捉
塗
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
の
皇
子
降
誕
の
夢
は
、
兼
実
に
大
き

な
希
望
と
自
信
を
生
じ
さ
せ
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
兼
実
は
、
こ
の

時
期
、
こ
の
皇
子
誕
生
を
予
言
す
る
吉
夢
に
期
待
を
か
け
、
自
分
が

天
皇
の
外
祖
父
に
な
れ
る
日
は
近
い
と
確
信
し
、
有
頂
天
に
な
っ
て

い
る
心
境
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
兼
実
の
境
地
か
ら
す

る
と
、
「
如
レ
此
之
大
事
、
只
大
神
官
八
幡
春
日
御
計
也
、
非
二
人
為

之
成
敗
一
考
欲
、
今
日
巳
刻
聞
二
此
事
一
」
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
で

き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
頼
朝
が
い
く
ら
娘
の
入
内
を
欲
し
て
も
、

と
う
て
い
実
現
は
叶
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
入
内
と
い
う

大
事
は
、
い
く
ら
望
ん
で
も
そ
う
簡
単
に
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
れ
は
人
の
力
で
は
な
く
神
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
実
現
が
決
ま

る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
、
頼
朝
の
娘
の
入
内
計
画
を
耳
に
し
て
も

意
に
介
さ
な
い
、
天
皇
の
外
祖
父
の
座
を
確
信
し
た
兼
実
の
、
自
信

に
溢
れ
た
発
言
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

法
政
史
学
第
四
十
五
号

建
久
元
年
の
上
洛
で
、
兼
実
と
の
関
係
を
更
に
強
固
な
も
の
と
し
た

（
閉
）

頼
朝
は
、
建
久
六
年
の
上
洛
中
に
お
い
て
も
、
兼
実
と
三
回
に
及
ぶ

会
談
を
重
ね
、
兼
実
と
の
関
係
を
保
ち
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
上
洛
で
、
頼
朝
が
兼
実
を
裏
切
っ
た
と
す
る
従
来
の
理
解
が

根
拠
と
し
て
い
る
事
例
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
を
立
証
し
得
る
と
は
象

な
し
難
い
。
ま
た
、
頼
朝
が
大
姫
の
入
内
を
計
画
し
た
の
は
、
単
に

娘
を
思
う
親
心
か
ら
の
発
想
で
あ
っ
て
、
外
戚
の
地
位
を
兼
実
と
争

う
意
図
な
ど
は
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
。
い
わ
ば
、
政
子
と
思
案

し
た
結
果
の
私
的
な
縁
談
と
見
な
さ
れ
る
。
一
方
、
兼
実
の
方
も
、

以
前
に
、
頼
朝
の
娘
が
入
内
す
る
ら
し
い
と
い
う
噂
を
耳
に
し
て

も
、
頼
朝
を
天
皇
の
外
戚
の
地
位
を
争
う
競
争
相
手
と
し
て
捉
え
て

い
る
様
子
も
見
ら
れ
な
い
。
兼
実
は
、
自
分
が
将
来
の
天
皇
の
外
祖

父
に
な
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

建
久
六
年
の
上
洛
時
に
お
い
て
も
、
依
然
、
頼
朝
は
兼
実
と
連
携

を
保
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
頼
朝
の
大
姫
入

内
計
画
は
私
的
な
縁
談
で
あ
り
、
兼
実
も
頼
朝
を
外
戚
を
争
う
政
敵

と
は
ゑ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
頼
朝
の
大
姫
入
内
計
画
は
、
「
建

久
七
年
の
政
変
」
の
引
き
金
に
は
な
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
「
建
久
七
年
の
政
変
」
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

四
六
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註（
１
）
上
横
手
雅
敬
「
幕
府
と
京
都
」
（
『
京
都
の
歴
史
２
』
一
九
七
つ

二
一
六
頁
（
同
著
『
鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究
』
〔
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
一
〕
に
所
収
）
．
杉
橋
隆
夫
「
鎌
倉
初
期
の
公
武
関
係
Ｉ
建

久
年
間
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
史
林
』
五
四
巻
六
号
、
一
九
七
一
）
八

～
九
頁
。
多
賀
ゆ
か
り
「
鎌
倉
初
期
の
公
武
関
係
」
（
『
史
窓
』
一
一
一
三

号
、
一
九
七
五
）
五
六
頁
。

（
２
）
遠
城
悦
子
「
建
久
元
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
法

政
史
学
』
四
四
号
、
一
九
九
二
、
以
下
、
旧
稿
と
は
こ
の
論
文
を
指

す
）
。

（
３
）
註
１
に
同
じ
。

（
４
）
註
２
に
同
じ
。

（
５
）
「
玉
葉
』
建
久
二
年
六
月
二
日
条
。

（
６
）
上
横
手
雅
敬
、
前
掲
論
文
二
一
六
頁
。
多
賀
ゆ
か
り
、
前
掲
論
文

五
六
頁
。

（
７
）
『
玉
葉
』
建
久
二
年
六
月
二
十
五
条
。

（
８
）
「
玉
葉
』
建
久
二
年
六
月
七
日
条
。

（
９
）
「
玉
葉
』
建
久
二
年
六
月
二
日
条
。

（
、
）
高
群
逸
枝
『
招
婿
婚
の
研
究
一
』
（
理
論
社
）
二
一
七
～
一
一
二

一
頁
。

（
Ⅱ
）
高
群
逸
枝
『
日
本
婚
姻
史
』
（
至
文
堂
、
一
九
七
九
）
一
六
二
～

一
六
四
頁
。

（
、
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
十
二
月
十
七
日
条
。

（
週
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
正
月
十
五
日
、
二
月
十
四
日
条
。

建
久
六
年
の
源
頼
朝
上
洛
に
つ
い
て
の
再
考
察
（
遠
城
）

（
Ⅲ
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
三
月
二
十
九
日
、
四
月
十
七
日
条
。

（
旧
）
赤
松
俊
秀
「
頼
朝
と
そ
の
娘
ｌ
愚
管
抄
の
一
節
ｌ
」
（
『
史
学

雑
誌
』
七
三
編
一
○
号
、
一
九
六
四
）
九
七
頁
。
上
横
手
雅
敬
、
前

掲
論
文
一
二
九
頁
。
杉
橋
隆
夫
、
前
掲
論
文
一
八
頁
。
多
賀
ゆ
か

り
、
前
掲
論
文
五
七
頁
。

（
肥
）
『
玉
葉
』
建
久
六
年
四
月
一
日
条
。

（
ロ
）
『
吾
妻
鏡
」
建
久
元
年
十
二
月
七
日
条
。

（
旧
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
六
月
六
日
条
。

（
四
）
「
吾
妻
鏡
』
建
久
元
年
五
月
二
十
三
日
条
。

（
別
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
元
年
六
月
一
一
十
一
一
日
条
。

（
Ⅲ
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
二
年
十
二
月
一
一
十
九
日
条
。

（
皿
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
九
月
七
日
条
。

（
昭
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
正
月
二
十
三
日
条
。

（
皿
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
五
月
十
日
条
。

（
妬
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
二
月
十
六
日
条
。

（
妬
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
三
年
十
二
月
一
一
日
条
。

（
”
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
六
月
六
日
条
。

（
肥
）
「
吾
妻
鏡
』
建
久
元
年
正
月
三
日
条
。
他
に
、
『
吾
妻
鏡
』
連
久
一
一

年
十
一
月
三
日
条
で
は
「
貢
馬
一
一
一
疋
」
、
『
同
』
建
久
四
年
十
月
一
一
日

条
で
は
「
貢
馬
・
貢
金
」
、
『
同
』
建
久
五
年
一
一
一
月
十
三
日
条
で
は

「
馬
八
疋
」
の
例
が
あ
る
。
ま
た
、
上
洛
中
、
頼
朝
は
吉
田
経
房
に

「
砂
金
・
馬
」
を
贈
っ
て
い
る
（
「
同
』
建
久
六
年
四
月
十
一
百
条
）
。

（
羽
）
『
玉
葉
』
建
久
六
年
三
月
十
五
日
条
。

（
別
）
『
玉
葉
』
建
久
六
年
三
月
一
一
一
十
日
条
、
『
吾
妻
鏡
』
同
年
四
月
十

四
七
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日
、
五
月
二
十
二
日
条
。

（
虹
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
四
月
十
日
条
。

（
皿
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
五
月
二
十
二
日
条
。

（
銘
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
三
月
十
日
条
。

（
弧
）
同
右
。

（
弱
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
五
月
二
十
日
条
。

（
妬
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
五
月
十
八
日
条
。

（
町
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
一
一
一
月
十
三
日
条
。

（
胡
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
四
月
二
十
一
日
条
、
二
十
四
日
条
。

（
羽
）
赤
松
俊
秀
、
前
掲
論
文
九
六
頁
。
上
横
手
雅
敬
、
前
掲
論
文
二
一

八
～
二
一
九
頁
。

（
側
）
杉
橋
隆
夫
、
前
掲
論
文
六
～
九
頁
。

（
虹
）
多
賀
ゆ
か
り
、
前
掲
論
文
五
四
～
五
七
頁
。

（
蛆
）
河
内
祥
輔
『
頼
朝
の
時
代
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
○
）
二
二
四
頁
。

（
⑬
）
岩
崎
昭
行
「
木
曽
義
仲
嫡
子
志
水
冠
者
義
高
の
史
料
考
察
」

（
『
ぐ
ん
し
よ
』
一
八
号
、
一
九
九
二
）
二
○
～
一
一
四
頁
。

（
“
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
八
月
十
七
日
条
。

（
妬
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
八
月
二
十
九
日
、
九
月
十
八
日
条
。

（
妬
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
九
月
十
八
日
条
。

（
灯
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
八
月
八
日
条
。

（
蛆
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
八
月
十
八
日
条
。

（
蛆
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
十
一
月
十
日
条
。

（
印
）
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
十
月
十
五
日
条
。

（
Ⅲ
）
河
内
祥
輔
、
前
掲
書
一
一
二
一
～
二
一
一
二
頁
。
旧
稿
六
五
頁
。

法
政
史
学
第
四
十
五
号

金
）
『
玉
葉
」
建
久
二
年
四
月
五
日
条
。

（
兜
）
河
内
祥
輔
、
前
掲
書
二
九
六
頁
。

ａ
）
野
村
育
世
「
家
領
の
相
続
に
承
る
九
条
家
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
八

一
号
、
一
九
八
八
）
二
一
一
一
～
二
六
頁
。
ま
た
、
西
山
恵
子
氏
に
よ

れ
ば
、
「
氏
家
司
」
と
い
う
も
の
が
、
基
房
・
兼
実
の
時
代
か
ら
目

に
つ
き
始
め
る
の
は
、
彼
ら
の
父
忠
通
の
の
ち
に
、
摂
関
家
が
近
衛
・

九
条
の
両
家
に
分
裂
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
さ
れ
、

氏
全
体
に
関
わ
る
行
事
の
実
際
的
運
営
に
つ
い
て
、
形
と
し
て
ど

の
家
に
も
属
さ
ず
、
か
つ
、
摂
政
の
交
替
に
際
し
て
も
更
迭
さ
れ

な
い
事
務
官
が
あ
た
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た

の
が
、
「
氏
家
司
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
「
九
条
兼
実
の
家
司
を
め

ぐ
っ
て
」
『
京
都
市
史
編
さ
ん
通
信
』
二
二
四
号
、
一
九
八
八
）
。

こ
の
よ
う
な
、
「
氏
家
司
」
に
つ
い
て
の
西
山
氏
の
見
解
は
、
九
条

家
が
摂
関
家
の
傍
流
で
は
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ

う
。

（
弱
）
同
右
。

（
開
）
『
玉
葉
』
文
治
五
年
四
月
三
日
条
。

（
師
）
杉
橋
隆
夫
、
前
掲
論
文
三
頁
。

（
詔
）
濡
原
昭
英
「
古
代
日
本
の
宗
教
的
情
操
（
一
）
、
（
二
）
」
（
『
史
学

雑
誌
』
七
八
編
二
、
一
一
一
号
、
一
九
六
九
）
。

（
弱
）
旧
稿
六
六
～
七
三
頁
。

〔
付
記
〕

本
稿
執
筆
あ
た
り
、
御
指
導
い
た
だ
い
た
中
野
栄
夫
先
生
に
、
末
筆
な

が
ら
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

四
八
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